

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































My Experiences in 
Murray State University
Yuki Nakamura （中村勇貴）
Faculty of Humanities　Fourth Year
Hi There ! My name is Yuki. I 
studied abroad in Murray State 
University (MSU) for one academic 
year as an exchange student. I had tons of experiences 
there like high quality education, innumerable events, and 
met a lot of friends from all over the world. I had many 
unforgettable memories, which I cannot share within this 
limited space here. Among them, I would like to mention 
about “All Campus Sing”,  which is the most memorable 
event for me in MSU.
First, I would like to introduce to you what All Campus 
Sing is. It is the biggest event of MSU. In fact, it began 55 
years ago ! There are more than 30 teams that practice 
singing and dancing for approximately 3 months to build 
up tension with audience towards the event.
I joined the International Students Organization (ISO), 
which was composed of 22 international students from 11 
countries including India, Poland, Belize, and Guatemala. 
Even though it was tough to sing in English because many 
other teams were composed of almost American students, 
we aimed at being the Champion of the individual division. 
However, we could not practice on schedule as we 
decided. This is because, we had 11 different cultures so we 
could not be a team soon enough. For example, Belizeans, 
from Central America, were so cheerful but they did 
not even show up for practice many times. The Chinese 
were so diligent in studies but they could only show up 
sometimes for practice. Korean female students danced 
while checking the mobile mirror on how beautiful they 
were. Therefore, it was hard to persuade them to join the 
practice. 
However, as time passed, they came to practice and 
danced ordinarily. Finally, we became a team ! In All 
Campus Sing, we sang and danced as a united body 
full of passion in front of almost 1000 people. After our 
performance, we were given a standing ovation ! As such, 
we felt a big sense of accomplishment !
Unfortunately, ISO could not win the first place ! Instead 
it won the 4th place and a prize of $100 ! We made it ! 
A few days later, we held a party with the prize money 
of $100 from All Campus Sing. We enjoyed the party all 
through the night, sharing the joy of winning. This is one 
of my most memorable experiences in MSU. 
To prospective students, I hope that you have learnt 
something from my limited experiences, which will make 
you feel like studying abroad in MSU soon. All in all, I 
am absolutely sure that MSU will provide you something 
different, which you may not acquire in the University of 
Toyama.
If you have any questions, please feel free to ask me.
Thank you all for reading to the end.
平
へいせい
成26年
ねん
３月
がつ
31日
にち
をもって、加
か
藤
とう
扶
ふ く み
久美先
せんせい
生が退
たいしょく
職されました。
丁
ていねい
寧に温
あたた
かくご指
し ど う
導してくださった加
か
藤
とう
先
せんせい
生。先
せんせい
生の教
きょういく
育に対
たい
す
る熱
ねっしん
心なお姿
すがた
を忘
わす
れません。本
ほんとう
当にお世
せ わ
話になりました。
どうもありがとうございました！
4国
こくさい
際交
こう
流
りゅう
センター掲
けい
示
じ
板
ばん
（五
ご
福
ふく
キャンパス）
　2013 年
ねん
10 月
がつ
に富
とやまだいがく
山大学国
こくさいこうりゅう
際交流センターは、それまであった留
りゅうがくせい
学生センターを発
はってんてき
展的に解
かいしょう
消し設
せっ
置
ち
されまし
た。その目
もくてき
的は、外
がいこくじん
国人留
りゅうがくせい
学生の受
うけいれ
入・支
し
援
えん
、学
がくせい
生の海
かいがいりゅうがく
外留学の支
し
援
えん
、海
かいがい
外学
がく
術
じゅつ
交
こう
流
りゅう
協
きょう
定
てい
校
こう
との学
がくせいこうりゅう
生交流に関
かん
する連
れん
絡
らく
・調
ちょうせい
整、外
がいこくじん
国人留
りゅうがくせい
学生に対
たい
する日
に
本
ほん
語
ご
・日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
教
きょう
育
いく
、その他
た
の国
こくさいこうりゅう
際交流に関
かん
する諸
しょ
業
ぎょう
務
む
、留
りゅうがくせい
学生教
きょういく
育・国
こくさい
際交
こう
流
りゅう
に関
かん
する調
ちょう
査
さ
及
およ
び研
けんきゅう
究などです。詳
くわ
しくはホームページをご覧
らん
ください。 〈http://www.ier.u-toyama.ac.jp/〉
津
つ だ
田　陽
よう
子
こ
（コーディネーター）
髙
たかまつ
松　直
なお
子
こ
（留
りゅうがく
学支
し え ん
援チーム員
いん
）
新
しん
スタッフ紹
しょうかい
介 よろしくお願
　ねが
いします。
　留
りゅうがく
学や国
こくさい
際交
こうりゅう
流等
など
に関
かんしん
心のある富
と や ま
山大
だいがく
学の学
がくせい
生の皆
みな
さん、気
き が る
軽にコンタクトしてください。
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
ボランティア募
ぼしゅう
集
(随
ず い じ
時受
うけつけ
付中
ちゅう
)
　留
りゅうがく
学生
せい
との交
こうりゅう
流に関
かんしん
心のある富
と や ま
山大
だいがく
学の学
がくせい
生
の皆
みな
さんを募
ぼしゅう
集しています。
コンサルテーション・アワー
日
に ち じ
時：毎
まいしゅう
週水
すいよう
曜日
び
12:00 ～ 13:00
場
ば し ょ
所：国
こくさい
際交
こうりゅう
流センター　談
だん
話
わ
室
しつ
富
と や ま
山大
だいがく
学で学
まな
ぶ外
がいこくじん
国人留
りゅうがくせい
学生の皆
みな
さん、海
かいがい
外
への留
りゅうがく
学を目
め ざ
指す皆
みな
さんを対
たいしょう
象に、相
そうだん
談に応
おう
じ
ています。
担
たんとう
当：バハウ　サイモン　ピーター教
きょういん
員
　　　bahausan@ctg.u-toyama.ac.jp
　国
こくさい
際交
こうりゅう
流センターは、富
と や ま
山大
だいがく
学で学
まな
ぶ外
がいこくじん
国人留
りゅう
学
がくせい
生の支
し え ん
援、海
かいがい
外留
りゅうがく
学を目
め ざ
指す学
がくせい
生を支
し え ん
援します。
　センターの２階
かい
には「留
りゅうがく
学情
じょうほう
報資
しりょう
料室
しつ
」もあり
ます。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎ 445-6105（センター事
じ む
務室
しつ
）
　津
つ だ
田 tsuyoko@ctg.u-toyama.ac.jp
　髙
たかまつ
松 w7775559@adm.u-toyama.ac.jp
〈日
にち
　時
じ
〉　2014年
ねん
４月
がつ
8
よう
日
か
（火
か
）12:00 ～ 13:30
〈場
ば
　所
しょ
〉　共
きょうつうきょういくとう
通教育棟 4階
かい
A43番
ばん
教
きょうしつ
室
　　　　　※日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
の受
じゅこう
講希
き
望
ぼう
者
しゃ
は、このオ
リエンテーションに参
さん
加
か
してください。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎445-6336（濱
はま
田
だ
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
2014年
ねん
度
ど
前
ぜん
期
き
日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
オリエンテーション
〈申
もうしこみ
込期
き
限
げん
〉　2014年
ねん
４月
がつ
４
よっ
日
か
（金
きん
）正
　　しょう
午
ご
まで
〈申
もうしこみほうほう
込方法〉　受
じゅこうもうしこみしょ
講申込書に必
ひつようじこう
要事項を記
き
載
さい
のうえ、指
し
導
どう
教
きょういん
員の推
すいせん
薦を得
え
て、所
しょぞく
属学
がくぶちょう
部長（研
けんきゅう
究科
か
長
ちょう
・教
きょういく
育部
ぶ
長
ちょう
）を経
けい
由
ゆ
して、国
こくさいこうりゅう
際交流セン
ター長
ちょうあて
宛に提
ていしゅつ
出してください。
〈選
せんこうほうほう
考方法〉　４月
がつ
４
よっ
日
か
（金
きん
）午
ご ご
後２時
じ
から国
こくさいこうりゅう
際交流セ
ンターにおいて日
に
本
ほん
語
ご
レベルの測
そくてい
定のため
の面
めんせつ
接を行
おこな
い、選
せんこう
考します。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎445-6975（田
た
中
なか
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
第
だい
30期
き
 日
に
本
ほん
語
ご
研
けんしゅう
修コース学
がくない
内公
こう
募
ぼ
〈日
にち
　時
じ
〉　2014年
ねん
４月
がつ
1
と お
0 日
か
（木
もく
）12:20 ～ 12:50
〈場
ば
　所
しょ
〉　共
きょうつうきょういくとう
通教育棟 4階
かい
A43番
ばん
教
きょうしつ
室
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎445-6972（副
そえじま
島研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
新
しん
規
き
来
らいにち
日留
りゅうがくせい
学生（研
　けんきゅうせい  
究生・科
か
目
もく
等
とう
履
り
修
しゅう
生
せい
等
など
）に対
たい
する
オリエンテーション
〈日
にち
　　時
じ
〉　2014年
ねん
6 月
がつ
2
は つ
0 日
か
（金
きん
）13:00 ～
〈参
さん
 加
か
 費
ひ
〉　無
む
料
りょう
〈見
けん
学
がく
場
ば
所
しょ
〉　五
ご
百
ひゃく
羅
ら
漢
かん
・富
と
山
やま
市
し
民
みんぞく
俗民
みんげい
芸村
むら
　　　　　　※留
りゅうがくせい
学生と日
に
本
ほんじん
人学
がくせい
生との「交
こうりゅう
流」を
目
もくてき
的とした見
けんがく
学です。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎445-6971（バハウ研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
スタディ・エクスカーション
